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第１回 11 月４日（日）14︓00〜（1 時間半程度） 
（場所）富⼠⾒丘小学校体育館 杉並区上⾼井⼾ 2-16-13 
    校内へは北正門からお入りください。 

⾃転⾞でお越しの方は、正門の駐輪スペースに 
とめてください。 

第２回 11 月６日（火）19︓00〜（1 時間半程度） 
（場所）富⼠⾒丘中学校体育館 杉並区久我山2-20-1 

校内へは正門または南門からお入りください。 
⾃転⾞でお越しの方は、南門・⻄門の駐輪スペース 
にとめてください。 

※両日とも同じ内容です。 
※お⾞でのお越しはご遠慮ください。 
※聴覚障害をお持ちの方で、要約筆記等が必要な場合は、 

10 月 29 日(月)までにご連絡ください。 

富士見丘小学校・中学校 改築かわら版 

区では、富⼠⾒丘⼩学校を富⼠⾒丘中学校⻄隣の旧企業用地に移転し、中学校と一体的に
整備する計画の具体化に向けて、平成 30 年４月から改築検討懇談会を設置し、これまで６
回に渡り懇談会委員の皆さまと意⾒交換を⾏ってきました。懇談会での検討状況を踏まえ、
この度、目指す学校像や新校舎配置計画、周辺道路環境の改善などを含めた「改築基本計
画」の中間のまとめを⾏いました。 

ついては、中間まとめの概要をお知らせするとともに、保護者や地域の方々からご意⾒を
伺うため、説明会を開催いたしますのでお知らせいたします。 

改築基本計画の中間まとめを⾏いました︕ 

各懇談会では、以下のような内容について、意⾒交換を⾏いました。 
 

改築基本計画の中間まとめについて保護者の方や地域の皆様等への説明会を開催します 

第１回 
4 月 23 日(月) 

○富⼠⾒丘⼩学校の特色等について  
○富⼠⾒丘中学校の特色等について ○富⼠⾒丘⼩・中学校の改築について 

第２回 
5 月 18 日(⾦) 

 

第３回 
6 月 21 日(木) 

○第２回懇談会の事例視察について  ○敷地条件と標準的な建物面積等について 
○改築基本方針（たたき台）について ○改築かわら版の発⾏について 

第４回 
7 月 30 日(月) 

○改築校の想定規模について  ○改築基本方針（案）について 
○敷地活用・施設配置について ○通学距離等の課題について 

第５回 
８月 21 日(火) 

○改築基本方針（案）について ○施設配置の比較検討について 
○通学路について 

第６回 
9 月 26 日(水) 

 

○品川区⽴豊葉の杜学園・杉並区⽴杉並和泉学園を視察 

○改築基本計画中間まとめ（案）について     ○通学路について 
○C’案の配置・平面イメージ（たたき台）について  ○今後の進め方について 



 富⼠⾒丘⼩学校・富⼠⾒丘中学校 改築基本計画(中間まとめ)の概要 
＜施設整備計画＞ 

新校舎の配置を検討するにあたり、現在の中学校地と旧企業用地（小学校移転用地）は区道によって２
敷地に分かれており、また区道下には下水管の本管が通っていることから、区道の付替えの有無や下水管
の移設の有無等により以下の４つの配置案を⽰し、改築検討懇談会で意⾒交換を⾏ってきました。 ＜ビジョン＞ ＜ 目 標 ＞ ＜ 取 組 ＞ 

【ビジョン１】 
これまでの富士
⾒丘小学校・富士
⾒丘中学校の伝
統と特色を継承
し、小中一貫教育
校としてではな
く、個々に小学
校・中学校として
改築します 

【ビジョン２】 
⾼井⼾公園と隣
接するなどの周
辺環境を活かし
て、改築を機に、
学習・スポーツ等
の環境向上と、あ
わせて地域防災
⼒の強化を図り
ます 

目標Ⅰ． 
多様な学び・活
動の場と質の⾼
い学習環境を備
えた学校づくり 

目標Ⅱ． 
部活動の諸課題
を克服し、生涯
スポーツの拠点
となりうる学校
づくり 

目標Ⅳ． 
⾼井⼾公園等の
良好な周辺環境
と調和した学校
づくり 

①コミュニケーションの場となる多目的スペースの確保 

②ＩＣＴ環境の充実 

①中学校の校庭面積の拡大 

②校庭や体育館の地域開放の推進 

③地域の特徴的なスポーツである硬式テニスコートの整備 

③集中して学習できる自習スペースの充実 

④多用途に活用可能な体育館設備の整備 

①学校諸室の地域開放の推進 

③学校支援本部室の設置 

②開放会議室の設置 

①みどりあふれる良好な環境の積極的な活用 

②⾼井⼾公園内の多目的広場を活用した運動環境の向上 

③公園や神⽥川に近接した⽴地を踏まえた景観形成 

①小学校・中学校の領域を分けた独⽴性の⾼いゾーニング 

②一部諸室を小・中で共有化し多様な学習環境を提供 

③学童クラブの校内配置と小学生の放課後等居場所の実施 

目標Ⅲ． 
地域とともに歩
む「新たな公共
空間」として、
地域の生涯学習
を支援する学校
づくり 

目標Ⅴ． 
小学校・中学校
の一体的整備の
利点を活かすと
ともに、将来に
渡って使い続け
られる柔軟で効
率的な学校づく
り 

目標Ⅵ． 
⽴地特性を活か
し、安全・安心
で、より⾼度な
防災拠点となり
うる学校づくり 

【ビジョン３】 
地域最大規模の
公共施設である
点を踏まえ、可
能な限り小学
校・中学校・地
域が共用できる
施設とするとと
もに、将来に渡
って共存し続け
られるよう、柔
軟で効率的な施
設とします 

④簡素で効率的な施設設計と維持管理コストの削減 

⑤将来の児童生徒数の変化等に対応できる柔軟性の確保 

①学校専用部分と地域開放領域に配慮したゾーニング 

②避難場所に隣接した地域防災拠点機能の充実 

③多様な利用者に配慮したすべての⼈にやさしい校舎 

④敷地の外周道路等の整備を通じた地域の安全性向上 

⑤安心して子どもたちが通える学校づくり 

目指す学校像や改築にあたっての基本的考え方を、３つのビジョンと６つの目標及び 23 の具体的な取組とし
て整理しました。 

区営 
富士⾒丘アパート 

 

＜C’ 案の場合に想定される改築スケジュール＞ 

A 案 
（区道付替、下水管移設） 

B 案 
（区道付替、下水管存置） 

C’ 案 
（区道・下水管存置、一団地の総合的設計） 
 

 C 案 
（区道・下水管存置） 

 

＜改築基本方針＞ 

※今後のスケジュールは、必要な許認可や発注手続き等によって変わる可能性があります。 

＜今後の取組の方向性＞ 

旧 NHK グラウンド 

＜C’ 案の配置イメージ＞ 

富
士
⾒
丘
通
り 

 
 

懇談会との意⾒交換を踏まえ、両敷
地の建築物を総合的に設計し、一団の
土地として活用する C’ 案は、必要な
諸室面積やまとまった校庭面積を確保
できるとともに、教育環境、道路・防
災・周辺住環境への影響、整備コスト
等の面でも、総合的に優れていること
から、目指すべき案とします。今後
は、懇談会でのご意⾒等も踏まえ設計
や必要な許認可の取得等を進め、富士
⾒丘小学校・富士⾒丘中学校の教育環
境の向上に取り組みます。 

（小運動場） 

※校舎配置の⼀例を示したもので、
今後の設計の中で具体化していき
ます。 

※各敷地活⽤パターンで考えられる校舎配置の⼀例を示したものです。  



今後の進め方（予定） 
 

改築基本計画の中間まとめにご意⾒をお寄せください 

 

  

富⼠⾒丘⼩学校・中学校改築かわら版（第２号）平成 30 年 10 月 
〒166-8570 東京都杉並区阿佐谷南一丁目 15 番 1 号 
杉並区教育委員会事務局 学校整備課 教育施設計画係 

TEL03-3312-2111（内線 1698）FAX03-5307-0693 
E-mail︓gakko-seibi@city.suginami.lg.jp 

 
※改築基本計画（中間まとめ）は、教育委員会ホームページに掲載しています。 
※改築基本計画（中間まとめ）の冊子は、学校整備課の窓口（本庁舎東棟６階）や 

⾼井⼾区⺠事務所（⾼井⼾⻄ 2 丁目 1 番 26 号 京王リトナード⾼井⼾２階）および 
上⾼井⼾区⺠集会所（上⾼井⼾ 1 丁目 15 番 5 号）でもご覧いただけます。 

※懇談会資料は、教育委員会ホームページに掲載しています。 
会議録については、作成でき次第、掲載予定です。 
教育委員会 HP︓http://www.city.suginami.tokyo.jp/kyouiku/ 

 
 教育委員会ホームページ  

 
 学校施設の改築・改修、新しい学校づくり  

                         
 個別の計画（現在進⾏している計画） 

 
 富⼠⾒丘⼩・中学校の改築  

 
 改築基本計画（中間まとめ）   改築検討懇談会  

 改築基本計画（中間まとめ）へのご意⾒は、メールや電話、FAX やお手紙でも承ります。 
平成 30 年 11 月 12 日(月)までに、以下の連絡先までご意⾒をお寄せください。 

 区では改築基本計画の中間まとめに係る説明会や、いただいたご意⾒等を参考に、年末を
目処に改築基本計画を策定する予定です。また、来年１月には改築かわら版（第３号）を通
じて、改築基本計画について保護者や地域の皆さまにお知らせしてまいります。 


